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去
る
六
月
三
十
日
、宍
粟
市
商
工
会
（
香
山
繁
会
長
）

の
協
賛
に
よ
る
山
崎
町
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
52
回

土
曜
夜
店
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

土
曜
夜
店
は
、
山
﨑
町
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
半
世

紀
を
越
え
る
伝
統
が
あ
る
。

　

当
日
は
、
梅
雨
ど
き
に
も
拘
ら
ず
天
候
に
恵
ま
れ
、

マ
ン
ガ
映
画
上
映
、
抽
選
会
、
紙
芝
居
や
子
供
た
ち
に

よ
る
少
林
寺
拳
法
模
範
演
武
等
の
催
し
物
が
あ
り
、
多

く
の
家
族
連
れ
や
若
者
た
ち
で
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
っ
た
。

第
52
回
土
曜
夜
店

回
土
曜
夜
店

第
52
回
土
曜
夜
店

宍
粟
市
商
工
会

■県連合会Letter ２～４頁
　・第２回理事会　　　　　　　・情報化ビジョン検討委員会
　・商工会地域活性化研究会実務小委員会
　・合併後商工会情報交換会　　・短信
　・県女性連理事会　　　　　　・県青連理事会
　・県職員協議会総会

■商工会Letter ５～６頁
　・新規学卒者・Uターン就職者激励会（浜坂町・温泉町）
　・第16回ほたるまつり（山東町）
　・第９回こども会ソフトボール青年部大会（香寺町商工会青年部）
　・創立三十周年記念式典・祝賀会（城崎町商工会青年部）
　・「鉱石の道」推進協を設立（養父市・朝来町・生野町商工会）

▲家族連れなどで賑わう土曜夜市

昭和33年３月10日
第３種郵便物認可〔 〕 第　600　号 兵庫県商工連会報 平成19年７月20日
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県
商
工
会
連
合
会
は
、
六
月
二
十

八
日
に
第
二
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
去
る
五
月
三
十
日
に
開

催
さ
れ
た
通
常
総
会
で
役
員
の
改
選

が
あ
っ
た
た
め
、
ま
ず
出
席
者
の
自

己
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
木
南
会
長
挨
拶
の
後
、

次
の
三
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

①
平
成
十
九
年
度
の
主
な
事
業
に
つ

い
て
〈
当
面
す
る
事
業
〉

②
常
設
委
員
会
の
委
員
構
成
等
に
つ

い
て

③
姫
路
菓
子
博
の
商
工
会
別
割
当

（
案
）
に
つ
い
て

　

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。
主
な
意
見
と
し
て
は
、
商
工
会

の
巡
回
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
商
工

会
の
支
所
も
対
象
に
入
れ
て
欲
し
い
。

ま
た
、
合
併
後
商
工
会
の
事
務
局
意

見
交
換
会
は
行
わ
れ
た
が
、
会
長
を

対
象
に
し
た
意
見
交
換
の
場
も
設
定

し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

合
併
の
困
難
な
地
域
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
が
集
ま
る
機
会
に
今
後
の
方

針
等
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
七
項
目
の
報
告
事
項
を

事
務
局
が
説
明
し
た
。

①
平
成
十
九
年
度
通
常
総
会
の
反
省

点
と
今
後
の
改
善
点

②
商
工
会
新
融
資
制
度
創
設
研
究
会

の
報
告
と
知
事
へ
の
改
正
要
望
に

つ
い
て

③
商
工
会
等
職
員
統
一
採
用
候
補
者

試
験
の
結
果
に
つ
い
て

④
地
域
活
力
増
進
事
業
の
要
望
状
況

と
審
査
結
果
に
つ
い
て

⑤
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
義
捐
金

に
つ
い
て

⑥
県
青
年
部
・
女
性
部
連
合
会
四
十

周
年
記
念
式
典
の
開
催
に
つ
い
て

⑦
県
商
工
会
職
員
協
議
会
「
平
成
十

八
年
度
事
業
報
告
」

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
去
る
六
月

十
八
日
、県
商
工
会
館
に
お
い
て「
第

六
回
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員

会
」
開
催
。
井
内
善
臣
委
員
長
以
下

十
名
が
出
席
し
た
。

　

当
日
は
、
澤
田
専
務
理
事
、
井
内

委
員
長
が
開
会
挨
拶
を
述
べ
、
事
務

局
よ
り
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員

会
中
間
報
告
書
の
完
成
と
次
期
シ
ス

テ
ム
導
入
に
向
け
た
取
組
み
状
況
の

常
設
委
員
会
の
委
員
構
成
な
ど
協
議

主な行事予定

9
月
の
こ
よ
み

５
日
㊌
〜
６
日
㊍

 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年

部
交
流
研
修
会　
（
神
戸
市
）

７
日
㊎
・
12
日
㊌

 

商
工
会
基
礎
研
修
会

（
姫
路
市
･
神
戸
市
）

14
日
㊎ 

商
工
会
監
事
研
修
会

 

 

（
姫
路
市
）

18
日
㊌
〜
19
日
㊍

 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性

部
交
流
研
修
会　
（
淡
路
市
）

24
日
㊊ 

県
青
連
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会　
（
三
田
市
）

中
旬 

第
２
回
商
工
会
地
域

活
性
化
研
究
会

27
日
㊍ 
中
小
企
業
知
的
財
産
啓
発
普

及
事
業
セ
ミ
ナ
ー（
神
戸
市
）

兵庫県商工会連合会常設委員会委員名簿

（平成19年6月28日現在）

役　職 氏　名
木南　岩男
小田　脩造
壺坂　正昭
大西　健一
志智　宣夫
大橋　直人
畑　　一弥
澤田　　功
香山　　繁
辻口　悦司
藤井　悦治
山口　勝英
藤原富三郎
春名　和光
今後　敏一
池田　勅則
北川啓治郎
山本　道雄
後藤　雅一
谷垣　　豊
日下　隆三
石原　利男

県連チーフアドバイザー
兵　庫　県

総務委員会

委員長
○

副委員長
○
○
○
○
○

○
○

人事管理委員会

◎（理事者代表）

○

○

○

○

○
○
委員長
副委員長
公益委員

事業委員会

委員長

副委員長
○

○

○

○

○
○

共済事業委員会

委員長

○

副委員長

○
○
○

○

黒石

安平
（県連）

12名 16名 11名 10名

総務課
（指導課）

指導課
（総務課）

経営支援課
（組織支援課）
（指導課）

業務推進課
（総務課）

黒石
（職員代表）

塩谷
（たつの市）

福井
（川西市）

池田
（養父市）

酒井
（篠山市）

宮本
（宍粟市）

宮崎
（淡路市）

宮地
（淡路地区）
藤元

（西播磨地区）
松田

（但馬地区）
前中

（丹波地区）
小寺

（中播磨地区）

会　長

副会長

理　事
（商工会長）

合    計

担当課

商工会等
職　　員

商工会長

学識経験者

専務理事
筆頭理事

▲開会あいさつを述べる木南会長

報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
協
議
検
討
事
項
と
し
て
、

情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
中
間

報
告
書
を
基
に
検
討
。
次
期
記
帳
機

械
化
シ
ス
テ
ム
や
会
員
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
デ
ー
タ
活
用
な
ど
会
員
サ
ー
ビ

ス
を
中
心
に
協
議
。人
材
育
成
で
は
、

五
年
間
を
目
途
に
数
値
目
標
と
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ

た
。

　

な
お
、
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委

員
会
中
間
報
告
書
は
、
第
十
章
で
構

成
さ
れ
、
最
初
に
地
域
経
済
・
商
工

会
の
現
状
に
つ
い
て
、
第
三
章
は
重

点
課
題
で
あ
る
「
会
員
サ
ー
ビ
ス
」、

第
四
章
か
ら
は
「
I
T
を
活
用
し
た

県
連
の
機
能
強
化
」「
商
工
会
と
の

連
携
機
能
強
化
」
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。

第
二
回
理
事
会

会
員
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　

重
点
に
！

情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
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短
信

〒650-0023 神戸市中央区栄町通3-4-17
TEL 078-391-6315
http://www.hyogokenshin.co.jp/

いままでも　これからも　いつまでも

私たちは、兵庫県の皆さまとともに歩んでいく、
地域金融機関です。

ご融資の相談はご融資の相談は

お気軽に“お気軽に“ ”へ”へ

ご融資の相談はご融資の相談は

お気軽に“お気軽に“ ”へ”へ
イベントキャラクター

『ホッピー』

ご融資の相談は

お気軽に“ ”へ
■詳しくは窓口へおたずね下さい。

産
学
連
携
事
業
の
進
め
方
な
ど
協
議

商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
実
務
小
委
員
会

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
六
月
二
十

二
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
「
第

１
回
商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
実

務
小
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。

　

実
務
小
委
員
会
は
、
地
域
活
性
化

の
事
例
検
証
な
ど
を
行
い
、
今
後
の

商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
の
協
議

内
容
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
委
員
は
、
商
工
会
地
域

活
性
化
研
究
会
の
中
の
八
名
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
県
立
大
学
経
営
学
部
・

佐
竹
隆
幸
教
授
は
、「
産
学
連
携
に

よ
る
事
業
の
具
体
化
を
図
り
た
い
」

と
委
員
長
あ
い
さ
つ
を
述
べ
て
、
協

議
に
は
い
っ
た
。
協
議
内
容
は
次
の

と
お
り
。

　

①
事
例
検
証
企
業
に
は
、
県
内
の

会
員
企
業
を
成
功
事
例
と
し
て
報
告

書
に
追
加
す
る
こ
と
。
②
産
学
連
携

事
業
と
し
て
は
、
南
あ
わ
じ
市
商
工

会
か
ら
要
望
が
あ
る
「
新
規
産
業
の

創
出
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
」
と

合
併
後
商
工
会
で
情
報
交
換

合
併
後
商
工
会
情
報
交
換
会

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
六
月
二

十
六
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
、

「
合
併
後
商
工
会
情
報
交
換
会
」
を

開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
の
市
町

合
併
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
に
合
併
し

た
八
商
工
会
を
対
象
に
し
た
も
の

で
、
今
回
が
初
め
て
の
試
み
。

　

冒
頭
、
澤
田
専
務
理
事
よ
り
、「
合

併
当
初
、
役
職
員
の
意
識
の
違
い
や

仕
事
の
進
め
方
が
異
な
り
、
か
な
り

と
ま
ど
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
そ
の
お
話
し
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
み
な
で
解
決
策
を
考
え
、

今
後
、
合
併
す
る
商
工
会
の
手
本
に

し
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

各
商
工
会
か
ら
の
主
な
意
見
は
、

「
役
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
。」「
合

併
と
同
時
に
、
市
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の

要
請
や
、
各
種
委
員
会
の
委
員
委
嘱

が
来
て
困
っ
て
い
る
。」「
職
員
が
出

身
商
工
会
の
仕
事
の
進
め
方
に
こ
だ

わ
る
。」「
初
め
て
管
理
職
に
な
っ
た

職
員
が
と
ま
ど
っ
て
い
る
。」「
会
費

の
調
整
が
難
し
い
。」「
部
会
の
あ
り

方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。」
な
ど
。

ま
た
、「
事
務
局
長
の
責
任
は
重
大

で
あ
り
、
ま
た
、
局
長
次
第
で
商
工

会
は
変
わ
る
」
と
い
っ
た
意
見
も

あ
っ
た
。

但
東
町
商
工
会

の
「
地
場
産
業

の
可
能
性
に
よ

る
地
域
活
性

化
」
を
採
択
し

た
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。
③

商
工
会
新
融
資

制
度
の
取
扱
い

に
つ
い
て
も
検

討
を
行
っ
た
。 

◆
六
／
七　

商
工
青
年
同
友
会
役
員

会
が
県
商
工
会
館
で
開
催
。
役
員

十
一
名
が
出
席
。

◆
六
／
八　

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

研
修
会
を
神
戸
市
で
開
催
。
商
工

会
職
員
三
十
二
名
が
受
講
。

◆
六
／
六　

商
工
会
応
用
研
修
会
を

朝
来
市
で
開
催
。
経
営
指
導
員
等

三
十
九
名
が
受
講
。

◆
六
／
一
四　

商
工
会
応
用
研
修
会

を
姫
路
市
で
開
催
。
経
営
指
導
員

等
八
十
六
名
が
受
講
。

◆
六
／
一
五　

正
副
会
長
会
を
県
商

工
会
館
で
開
催
。
正
副
会
長
、
筆

頭
理
事
等
九
名
が
出
席
。

毎月勤労統計調査特別調査のお願い

　厚生労働省では、7月31日現在で、常用労

働者を1人～４人雇用する事業所を対象に、毎

月勤労統計調査特別調査を実施いたします。

この調査は、賃金、労働時間及び労働者数の

動向を明らかにすることなどを目的とした大

切な調査です。

　対象となる事業所には、7月下旬から9月に

かけて調査員が訪問しますので、調査へのご

理解とご協力をお願い申し上げます。

兵庫県　統計課
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組
織
活
性
化
支
援
事
業
を
選
定

県
女
性
部
連
合
会

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
行
幸

子
会
長
）
は
、
去
る
六
月
十
二
日
、

県
商
工
会
館
に
お
い
て
理
事
会
を
開

催
。
次
の
と
お
り
、
提
出
し
た
議
案

に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案　

指
導
者
県
外
交
流
研

修
会
の
開
催
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

第
二
回
商
工
会
女
性

部
幹
部
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

組
織
活
性
化
支
援
事

業
（
活
動
支
援
）
の
選
定
に
つ
い
て

貯めて、使える。

　

こ
の
事
業
は
、
昨
年
度
か
ら
地
域

の
活
性
化
・
組
織
強
化
・
部
員
の
自

己
研
鑽
な
ど
で
、
積
極
的
に
活
動
す

る
「
頑
張
っ
て
い
る
女
性
部
」
を
支

援
す
る
も
の
で
、
今
回
八
商
工
会
女

性
部
の
事
業
が
選
定
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
協
議
事
項
に
つ
い
て
も

承
認
さ
れ
、
新
体
制
後
、
初
め
て
の

理
事
会
で
、
新
役
員
全
員
が
揃
う
顔

合
わ
せ
の
場
と
な
っ
た
。

第
二
回
幹
部
講
習
会
ほ
か
を
協
議

県
青
年
部
連
合
会

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
審
議

県
商
工
会
職
員
協
議
会

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
森
本

匡
俊
会
長
）
は
、去
る
六
月
二
十
日
、

県
商
工
会
館
に
お
い
て
理
事
会
を
開

催
し
た
。
澤
田
県
連
専
務
理
事
、
森

本
県
青
連
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

次
の
と
お
り
議
案
協
議
を
行
い
承
認

さ
れ
た
。

第
一
号
議
案　

組
織
活
性
化
助
成
事

業
に
つ
い
て

　

大
河
内
町
商
工
会
青
年
部
の
「
く

ら
し
に
便
利
な
便
利
帳
」
事
業
を
助

成
。

第
二
号
議
案　

第
２
回
幹
部
講
習
会

に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

県
青
連
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
つ
い
て

　

来
る
九
月
二
十
四
日
に
三
田
市
で

開
催
。

第
四
号
議
案　

地
域
間
交
流
事
業
に

つ
い
て

　

来
る
十
月
二
日
、
た
つ
の
市
で
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
。

第
五
号
議
案　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
青
年
部
交
流
研
修
並
び
に
主
張
発

　

県
商
工
会
職
員
協
議
会
（
黒
石
真

会
長
）
は
、
去
る
六
月
二
十
九
日
、

神
戸
市
・
六
甲
荘
に
お
い
て
第
五
回

通
常
総
代
会
を
開
催
し
た
。
開
会
に

お
い
て
、
黒
石
会
長
が
「
商
工
会
職

員
と
し
て
一
層
の
資
質
向
上
を
図
っ

て
欲
し
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
後
、

次
の
提
出
議
案
を
審
議
し
承
認
し

た
。

第
一
号
議
案　

平
成
十
八
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
会
費

の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
の
決
定
に
つ

い
て

第
三
号
議
案　

平
成
十
九
年
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
設
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

欠
員
に
伴
う
役
員
の

補
充
選
任
に
つ
い
て

　

副
会
長
に
小
寺
敏
樹
氏
（
大
河
内

町
商
工
会
）、
理
事
に
熊
野
三
始
郎

氏
（
家
島
町
商
工
会
）、
吉
谷
文
雄

氏
（
県
連
）
を
補
充
選
任
し
た
。

　

ま
た
、来
賓
の
木
南
県
連
会
長
は
、

「
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
商
工
会

職
員
と
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と

挨
拶
し
た
。

▲挨拶を述べる木南県連会長

表
大
会
に
つ
い
て

　

来
る
九
月
五
日
〜
六
日
、
神
戸
市

で
開
催
。
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新
規
学
卒
者
・
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者
激
励
会

浜
坂
町
・
温
泉
町
商
工
会

　

新
温
泉
町
と
浜
坂
町
・
温
泉
町
両

商
工
会
は
、
六
月
二
十
七
日
、
こ
の

春
町
内
の
事
業
所
に
就
職
し
た
若
者

ら
を
励
ま
す
会
を
浜
坂
町
商
工
会
館

で
開
催
。
二
十
七
名
の
新
規
学
卒
者

や
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者
が
参
加
し
た
。

　

激
励
会
で
は
、
高
垣
芳
郎
氏
が
自

分
を
高
め
質
の
高
い
人
生
に
す
る
た

め
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
講
演
。
そ

の
後
、
馬
場
雅
人
新
温
泉
町
長
と
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
で
旅
館

を
継
い
だ
若
者
や
北
海
道
や
沖
縄
県

か
ら
地
元
に
就
職
し
た
若
者
ら
が
、

新
温
泉
町
に
住
ん
で
の
感
想
を
述
べ

た
。「
日
常
生
活
を
通
じ
、
新
温
泉

町
と
都
会
と
の
格
差
を
実
感
し
て
い

る
」
と
の
意
見
や
、
ち
ゃ
っ
か
り
と

自
分
の
職
場
の
宣
伝
を
す
る
若
者
が

い
る
な
ど
、
和
や
か
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

第
九
回
子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
青
年
部
大
会

香
寺
町
商
工
会
青
年
部

　

香
寺
町
商
工
会
青
年
部
（
常
次
堅

也
部
長
）
で
は
、
去
る
六
月
二
日
、

姫
路
市
立
香
寺
総
合
公
園
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
子
ど
も
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
青
年
部
大
会
」
を
開

催
し
た
。
香
寺
町
内
よ
り
十
八
チ
ー

ム
延
べ
二
六
四
人
が
参
加
し
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
平
成
十
年
六
月
に

香
寺
町
商
工
会
青
年
部
創
立
二
十
五

周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
し
て
以

来
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て

大
会
は
、
チ
ー
ム
の
勝
ち
負
け
に
と

ら
わ
れ
ず
、
各
チ
ー
ム
二
試
合
の

リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
そ
の
中
で
優
秀

な
選
手
を
見
つ
け
出
し
て
閉
会
式
の

場
で
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

　

閉
会
式
で
は
、
常
次
青
年
部
長
よ

り
、
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た
子
ど
も

達
に
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。
優
秀

選
手
の
メ
ダ
ル
を
掛
け
て
も
ら
っ
た

子
供
達
が
、
満
面
の
笑
み
で
じ
っ
と

メ
ダ
ル
を
見
つ
め
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。

▲熱戦を繰り広げる子供たち

　

山
東
町
商
工
会（
桂
野
廣
司
会
長
）

で
は
、六
月
九
日
、夏
の
風
物
詩
「
ホ

タ
ル
」
に
ち
な
ん
だ
催
し
を
開
催
し

た
。
朝
来
市
山
東
町
で
は「
ほ
た
る
」

が
多
数
生
息
す
る
こ
と
か
ら
、
毎
年

六
月
上
旬
に
「
ほ
た
る
ま
つ
り
」
を

開
催
し
、
今
年
で
十
六
回
目
を
迎
え

る
。

　

当
日
は
、
山
東
庁
舎
前
を
メ
イ
ン

会
場
に
開
催
。
卓
球
の
球
を
使
っ
た

「
た
ま
ご
の
つ
か
み
捕
り
大
会
」、「
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
」、「
歌
謡
シ
ョ
ー
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
夜
遅
く
ま

で
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
バ
ザ
ー
店
に

混
じ
っ
て
、
商
工
会
よ
り
青
年
部
が

「
か
ら
あ
げ
店
」、
女
性
部
が
「
焼
き

そ
ば
店
」
を
出
店
し
、
山
東
町
ス
タ

ン
プ
会
の
「
緑
風
満
点
カ
ー
ド
大
抽

選
会
」
と
と
も
に
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

「
第
十
六
回
ほ
た
る
ま
つ
り
」山東

町
商
工
会

個人住民税･個人事業税の
納税について

　個人事業税は、所得税、住民税とは別に個
人で事業を行う方にかかる税です。
　第１期分の納期限は、8月31日（金）ですの
で、最寄りの銀行等の金融機関・郵便局で納
めましょう。
　また、納税には便利な口座振替制度も是非
ご利用ください。
　個人住民税は、個人の県民税と市町民税を
あわせて市町が課税し、徴収する税です。市
町から送付される納税通知書により、原則と
して年４回に分けて納めていただきます。
　個人住民税の第 2 期分の納期限も、個人事
業税と同じ8月31日（金）（市町により納期限が
異なる場合があります。）になっています。

兵庫県・市町

役立っています。
あなたの県税。
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▲あいさつを述べる垣谷青年部長

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
う

   
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

ひ
ょ
う
ご
子
育
て

再
就
職
奨
励
金

城
崎
町
商
工
会
青
年
部

「
鉱
石
の
道
」
推
進
協
議
会
を
設
立

養
父
市
・
朝
来
町
・
生
野
町
商
工
会

　

養
父
市
、
朝
来
町
、
生
野
町
の
三

商
工
会
は
、
但
馬
県
民
局
の
主
導
に

よ
り
観
光
協
会
や
民
間
企
業
な
ど
と

と
も
に
「
鉱
石
の
道
」
推
進
協
議
会

を
発
足
。
去
る
六
月
七
日
に
県
和
田

山
庁
舎
で
設
立
総
会
を
開
催
し
た
。

「
鉱
石
の
道
」
推
進
協
議
会
は
、
南

但
馬
に
あ
る
生
野（
朝
来
市
生
野
町
）、

明
延
（
養
父
市
）、
神
子
畑
（
朝
来

市
神
子
畑
）
の
三
鉱
山
の
関
連
施
設

を
活
用
し
て
、
産
業
遺
産
を
活
用
し

た
新
し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
出
と
地

域
活
性
化
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

協
議
会
総
会
で
は
、
生
野
銀
山
開

坑
千
二
百
年
事
業
実
行
委
員
会
会

長
・
桑
田
純
一
郎
氏
（
但
陽
信
用
金

庫
理
事
長
）
を
会
長
に
選
出
。「
鉱

石
の
道
」
関
連
事
業
の
Ｐ
Ｒ
や
効
果

的
な
実
施
の
た
め
の
連
携
・
調
整
を

行
う
ほ
か
、
中
播
磨
地
域
の
「
銀
の

馬
車
道
」
を
進
め
る
協
議
会
と
も
連

携
し
、
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

　

去
る
六
月
六
日
、
城
崎
町
商
工
会

青
年
部
（
垣
谷
泰
司
部
長
）
の
創
立

三
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
、

西
村
屋
ホ
テ
ル
招
月
庭
で
開
催
さ
れ
、

青
年
部
員
や
関
係
者
百
十
五
人
が
出

席
し
た
。

　

同
青
年
部
は
、
昭
和
五
十
二
年
に

発
足
し
「
城
崎
温
泉
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
を
始
め
る
な
ど
し
て
、
城
崎
町

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
垣
谷
部
長
が
、

論
語
の
「
三
十
に
し
て
立
つ
」
を
引

用
し
て
一
層
の
活
躍
を
誓
い
、
多
数

の
来
賓
よ
り
激
励
の
言
葉
を
頂
い
た
。 　

そ
し
て
、
創
立
三
十
周
年
を
記
念

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
後
、
現
役

部
員
が
Ｏ
Ｂ
や
歴
代
部
長
に
感
謝
の

気
持
ち
を
表
し
て
拍
手
を
贈
っ
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
有
志
か
ら
は
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
人
工
巣
塔
設
置
費
用
の

目
録
が
青
年
部
に
贈
ら
れ
た
。
最
後

に
、
八
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
る
記

念
事
業
の
発
表
が
行
わ
れ
閉
会
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
当
ホ
テ
ル
の
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
記
念
祝
賀
会
を
開
催
。

「
城
崎
ら
し
さ
」
を
全
面
に
出
し
青

年
部
員
の
個
性
を
生
か
し
た
手
作
り

感
の
あ
る
内
容
で
、
部
員
、Ｏ
Ｂ
が

団
結
を
一
層
強
め
た
。

▲創立３０周年を祝う青年部

　

出
産
・
育
児
に
よ
る
離
職
者
の
再

就
職
は
、
な
か
な
か
希
望
ど
お
り
に

な
ら
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

兵
庫
県
で
は
こ
う
し
た
離
職
者
の

早
期
の
再
就
職
や
雇
用
機
会
の
確
保

を
図
る
た
め
、
対
象
労
働
者
を
雇
用

し
た
事
業
主
に
奨
励
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

◆
支
給
対
象
事
業
主

　

兵
庫
県
に
事
業
所
を
有
し
、
県
内

の
事
業
所
で
対
象
労
働
者
を
常
用
雇

用
す
る
等
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す

雇
用
保
険
適
用
事
業
主

【
対
象
労
働
者
】

　

出
産
・
育
児
に
よ
る
離
職
者
で
雇

用
開
始
時
に
県
内
在
住
、
三
五
歳
以

上
四
五
歳
以
下
の
者

【
奨
励
金
の
内
容
】

　

最
大
三
〇
万
円

（
月
額
賃
金
の
二
分
の
一
か
つ
上

限
十
万
円
、
三
ヶ
月
分
）

※

雇
用
開
始
前
に
、
対
象
労
働
者
及

び
対
象
事
業
主
の
登
録
等
の
申
請

手
続
き
が
必
要

お
問
い
合
わ
せ
先

　

兵
庫
県  

少
子
対
策
課

　

℡
〇
七
八
（
三
六
二
）
四
一
八
六
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